
- 5 - 

厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 
総合研究報告書 

 
 

外科領域におけるノンテクニカルスキルの教育訓練プログラム開発と 

その評価システムの構築に関する研究 

 

研究代表者 相馬 孝博 榊原記念病院    副院長 

研究分担者 上田 裕一 奈良県     医療政策参与 

研究分担者 奥村 昭博 静岡県立大学経営情報イノベーション研究科 教授 

研究分担者 門倉 光隆 昭和大学医学部外科学講座  教授 

研究分担者 近藤 晴彦 杏林大学医学部外科   教授 

研究分担者 平林 直樹 広島市立安佐市民病院   副院長 

研究分担者 山内 豊明 名古屋大学    教授 

研究分担者 三木 保 東京医科大学医療安全管理学講座  主任教授 

研究分担者 円谷 彰 東京医科大学    客員教授 

研究分担者 斉田 芳久 東邦大学医療センター大橋病院外科 教授 

研究分担者 水野 信也 静岡産業技術専門学校   教諭 

研究分担者 武藤 伸明 静岡県立大学経営情報イノベーション研究科 准教授 

研究分担者 藤澤 由和 静岡県立大学経営情報イノベーション研究科 准教授 
 

研究要旨 

 本研究は、専門的な手技以外の技能（以下、ノンテクニカルスキル）に焦点を当てノンテクニカルス

キル評価と習得のための基盤システムの構築を目指すものでる。 

 具体的には、ノンテクニカルスキルの習得支援システムおよびその評価システムの構築に向けて、「ノ

ンテクニカルスキル評価システムの検討と開発」、「外科領域のノンテクニカルスキル習得プログラムの

検討と開発」、「それらの効果的な利用を可能とする ICT ディバイスを用いたプラットフォームの試行実

験」を実施した。 

 「外科領域のノンテクニカルスキル習得プログラムの検討と開発」に関しては、術中に発生する諸問

題を複数設定し、それらに対応する外科医の振る舞いについて評価を行い、評価のばらつきを検証する

ために、評価者の学習用評価ビデオを作成した。またこれらのビデオを含め、さらに他の先行する当該

研究において用いられてきた学習評価用ビデオなどのローカライゼーション化とその内容の妥当性に

関する検討を実施した。 

「ノンテクニカルスキル評価システムの検討と開発」に関しては、先行する知見を元に評価スキームの

ローカライゼーションを行い、さらに評価の点数化を試行し、ノンテクニカルスキル評価システムの検

討を実施した。さらに実際の評価スキームも用いて評価作業を実施した。評価者の教育という観点では、

評価者らのノンテクニカルスキル判定における標準化を試みるための、方法論の検討を行った。 

「効果的な利用を可能とする ICT ディバイスを用いたプラットフォームの試行実験」に関しては、ノン
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テクニカルスキルの評価プロセスを支援するための ICT ディバイスに求められる基本要件の検討を行

い、同時に、通信環境などの事前の検証を複数の医療機関で実施し、検証を行った。また実際にノンテ

クニカルスキル評価システムおよびその習得支援のための e-Learning システムの開発および実装上の

検証を行った。 

 本研究において示された知見として、評価スキームの妥当性に関しては、さらなる検証が必要である

といえる。特にノンテクニカルスキルの文化的な差異に関しては、現状の研究課題の視座に組み込まれ

ていない。そのため、先行研究において示された知見に基づく形で外科領域におけるノンテクニカルス

キルの評価フレームの構築を行なっている状況にあり、こうした点に関しては、留意が必要となると考

えられる。 

 本研究における最大の成果としては、我が国における外科領域におけるノンテクニカルスキルの具体

的な把握、評価、解析、およびそれを可能とするシステムの構築が実証的基盤に基づいて成された点に

あるといえる。とくに、評価システムに関しては、評価スキームの検証、評価のための標準化方法の検

証、評価作業環境の検証、評価作業およびその結果に関する検証、および当該システムの実装検証のそ

れぞれにおいて、当該研究領域における有用な論点が示されたといえる。本研究の成果を踏まえ、さら

に踏み込んだノンテクニカルスキルの検討を進めることは、我が国の外科領域におけるノンテクニカル

スキルに関して、その地域的特性を反映したより適切な方法論と実践的方向性が見いだされると考えら

れる。 

 

Ａ．研究目的 

 本研究は、医療従事者らに求められる安全に関

わる知識、技能、能力として、近年特に高い関心

を集めている、専門的な手技以外の技能（以下、

ノンテクニカルスキル）に焦点を当て、その評価

スキームと評価支援を可能とする評価システムと

ノンテクニカルスキル習得のためのプログラム

（コンテンツ）およびその支援のための

e-Learning システムという2つのシステムから構

成される、ノンテクニカルスキル評価と習得のた

めの基盤システムの構築を目指すものである。 

ノンテクニカルスキルは医療行為すべてにおい

て検討しうるものであるが、本研究では、外科領

域を主な対象とする。その論拠は、外科領域が侵

襲的行為を伴うハイリスク領域であり、このハイ

リスク領域における安全性を高めることは政策的

なプライオリティにかなうものであると考えられ

るからである。 

Ｂ．研究方法 

 本研究は、平成 24 年度から平成 25 年度の 2 年

間において医療分野におけるノンテクニカルスキ

ルの習得支援システムおよびその評価システムの

構築に向けて、「ノンテクニカルスキル評価システ

ムの検討と開発」、「外科領域のノンテクニカルス

キル習得プログラムの検討と開発」、「それらの効

果的な利用を可能とする ICT ディバイスを用いた

プラットフォームの試行実験」を実施した。 

 「ノンテクニカルスキルの評価」に関しては、

ノンテクニカルスキルが、たんなる知識の確認で

は効果が無いことから、具体的な臨床上の行為に

おけるその確認と評価が求められる状況を鑑み、

外科領域におけるチームワークおよびリーダーシ

ップのノンテクニカルスキルのセルフチェック項

目および標準化された観察可能な「行動マーカー」

項目の検討を行い、それら両者を統合した形での

ノンテクニカルスキル評価システムのための評価
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スキームの確定とその検証を実施した。 

「外科領域のノンテクニカルスキル習得プログ

ラムの検討と開発」に関しては、医療分野および

それ以外におけるノンテクニカルスキル習得に関

する知見を整理するなかで、我が国に適合的な習

得プログラム（コンテンツ）の検討を行った。 

「効果的な利用を可能とする ICT ディバイスを

用いたプラットフォームの試行実験」に関しては、

ノンテクニカルスキルの評価スキームおよび習得

支援プログラムの電子媒体化およびローカライゼ

ーション作業、それらのクラウド管理システム、

スマート端末および当該ユーザーインターフェイ

スの開発とその実装に関する検証を実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

本研究は、医療分野におけるノンテクニカルス

キルの教育プログラムおよびその評価システムの

構築に向けて、「外科領域のノンテクニカルスキル

習得プログラムの検討と開発」に関して、平成 24

年度において術中に発生する諸問題を複数設定し、

それらに対応する外科医の振る舞いについて評価

を行い、評価のばらつきを検証するために、評価

者の学習用評価ビデオを作成した。また平成 25 年

度においては、これらのビデオを含め、さらに他

の先行する当該研究において用いられてきた学習

評価用ビデオなどのローカライゼーション化とそ

の内容の妥当性に関する検討を実施した。 

「ノンテクニカルスキル評価システムの検討と

開発」に関しては、平成 24 年度に、先行する知見

を元に評価スキームのローカライゼーションを行

い、さらに評価の点数化を試行し、ノンテクニカ

ルスキル評価システムの検討を実施した。また平

成 25 年度には、評価項目の精査、評価者の教育、

実際の評価活動、評価データの収集と解析という

一連のプロセスが統合されたものとなることを踏

まえ、フィージビリティ・テストを踏まえ、実際

の評価スキームも用いて評価作業を実施した。ま

た評価者の教育という観点では、評価者らのノン

テクニカルスキル判定における標準化を試みるた

めの、方法論の検討を行った。 

「効果的な利用を可能とする ICT ディバイスを

用いたプラットフォームの試行実験」に関しては、

平成 24 年度において、ノンテクニカルスキルの評

価プロセスを支援するための ICT ディバイスに求

められる基本要件の検討を行い、同時に、通信環

境などの事前の検証を複数の医療機関で実施し、

検証を行った。平成 25 年度においては、実際にノ

ンテクニカルスキルの評価を行うことを可能とす

るノンテクニカルスキル評価システムおよびその

習得支援のための e-Learning システムの開発お

よび実装上の検証を行った。 

 

Ｄ．考察 

 本研究におけるこれまでの活動から、ノンテク

ニカルスキルは我が国の外科医療の安全水準をさ

らに高いものにするために、必須のものであるこ

とが明らかとなり、さらに外科医療に携わる多く

の医療従事者らにおいても、こうした認識が高ま

りつつある現状が見て取れた。 

したがって、外科領域におけるノンテクニカル

スキルの効果的かつ効率的な評価システムの構築

は、非常に重要であり、さらにその評価結果をノ

ンテクニカルスキルの向上に結びつけるための教

育・研修プログラムの開発は、必須の事案である

といえる。 

また本研究において示された知見として、評価

スキームの妥当性に関しては、さらなる検証が必

要であるといえる。特にノンテクニカルスキルの
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文化的な差異に関しては、現状の研究課題の視座

に組み込まれていない。そのため、先行研究にお

いて示された知見に基づく形で外科領域における

ノンテクニカルスキルの評価フレームの構築を行

なっている状況にあり、こうした点に関しては、

留意が必要となると考えられる。 

だがこうした点を踏まえた上で、ノンテクニカ

ルスキルに関する適切な理解およびその判定に関

する基準を周知することにより、一定の情報が提

示されうれば、より適切な形でノンテクニカルス

キルを臨床現場において見出すことは可能である

ことが示された点は、本研究における大きな成果

であったといえる。 

 

Ｅ．結論 

 本研究は、ノンテクニカルスキルの評価スキー

ムと評価支援を可能とする評価システムとノンテ

クニカルスキル習得のためのプログラム（コンテ

ンツ）およびその支援のための e-Learning システ

ムという 2 つのシステムから構成される、ノンテ

クニカルスキル評価と習得のための基盤システム

の構築を目指すものであり、そのために複数の研

究を実施し、大きな成果を示すものであった。 

 中でも最大の成果としては、我が国における外

科領域におけるノンテクニカルスキルの具体的な

把握、評価、解析、およびそれを可能とするシス

テムの構築が実証的基盤に基づいて成された点に

あるといえる。 

 とくに、評価システムに関しては、評価スキー

ムの検証、評価のための標準化方法の検証、評価

作業環境の検証、評価作業およびその結果に関す

る検証、および当該システムの実装検証のそれぞ

れにおいて、当該研究領域における有用な論点が

示されたといえる。 

本研究の成果を踏まえ、さらに踏み込んだノン

テクニカルスキルの検討を進めることは、我が国

の外科領域におけるノンテクニカルスキルに関し

て、その地域的特性を反映したより適切な方法論

と実践的方向性が見いだされると考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

・相馬孝博：特集 医療の安全と質 臨床現場で

の医療安全・質管理の教育．日本内科学会雑誌 

101(12):3484-3490,2012 

・相馬孝博：手術室の患者安全―総論(ノンテク

ニカルスキルの観点から見て)―． 麻酔増刊

(61)：S183-188，2012 

・小松原明哲：レジリエンスによる事故を避け

る：機能共鳴型事故を巡って．人間工学会関東

支部第 43 回大会講演集，25-26，2013. 

・青木貴哉，浦松雅史，相馬孝博：The Joint 

Commission の警鐘事象情報に学ぶ．病院

72(1): 50-55, 2013. 

・相馬孝博：医療事故を防ぐには．心臓

45(9)1197-1198,2013 

・相馬孝博：医療安全からみたノンテクニカルス

キル オーストラリア・ニュージーランドの外

科医養成プログラムからみた具体的な問題行

動．臨床外科 68(7)764-772,2013 

・Kaneko T, Nakatsuka A, Hasegawa T, Fujita 

M, Souma T, Sakuma H, Tomimoto H: 

Postmortem Computed Tomography is an 

Informative Approach to Determining 

Inpatient Cause of Death but Two Factors 
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Require Noting from the Viewpoint of 

Patient Safety. JHTM1:1-9, 2013 

・竹村敏彦，浦松雅史，相馬孝博：東京医科大に

おける医療安全意識の経年比較分析.東医大誌

71（4）: 363-375, 2013 

 

2．学会発表 

・相馬孝博：患者中心の医療安全-自他ともに見

つめ直す外科医の振る舞い-．第 74 回日本臨床

外科学会総会特別講演（東京）．2012 年 11 月

30 日 

・相馬孝博：WHO 患者安全カリキュラムを現場

教育に生かす．第 7 回医療の質・安全学会学術

集会特別講演（埼玉）．2012 年 11 月 23 日． 

・相馬孝博：医療事故を防ぐには．第 60 回日本

心臓病学会学術集会特別講演（金沢）．2012 年

9 月 14 日 

・相馬孝博：手術室の医療安全．第 29 回日本呼

吸器外科学会総会安全セミナー（秋田）．2012

年 5 月 17 日 

・相馬孝博：安全推進のための院内レベルのピア

レビュー．第 112 回日本外科学会定期学術集会

特別講演（千葉）．2012 年 4 月 13 日 

・西本有貴・水野信也：外科領域におけるノンテ

クニカルスキルに注目した e-Learning システ

ムの構築.日本 e-Learning 学会学術講演会，

2013 年 11 月 22 日（金）・23 日（土），産業技

術大学院大学 

・相馬孝博：呼吸器外科医のノンテクニカルスキ

ル，第 30 回日本呼吸器外科学会 安全教育セミ

ナー，2013 年 5 月 9 日，名古屋（特別講演） 

・相馬孝博：ＷＨＯ患者安全カリキュラムガイド

多職種版について，日本薬学協議会，2013 年 6

月 28 日，東京(特別講演) 

・相馬孝博：世界標準の患者安全教育－WHO 患

者安全カリキュラムガイド多職種版から学ぶ.

第 32 回日本歯科医学教育学会，2013 年 7 月

13 日，札幌(特別講演) 

・相馬孝博：世界標準の患者安全教育－WHO 患

者安全カリキュラムガイド多職種版から学ぶ，

第 45 回日本医学教育学会，2013 年 7 月 26 日,

千葉（モーニングセミナー） 

・相馬孝博：;療安全の基礎，医療・病院管理研

究協会，2013 年 8 月 23 日，（特別講演） 

・相馬孝博：世界標準の患者安全教育－WHO 患

者安全カリキュラムガイド多職種版から学ぶ.

第 36 回日本高血圧学会総会医療倫理・医療安

全講習会,2013 年 10 月 24 日，大阪（特別講演） 

・相馬孝博：WHO カリキュラムガイドに学ぶノ

ンテクニカルスキルの重要性，第 8 回医療の

質・安全学会学術集会，2013 年 11 月 23 日，

東京（共催セミナー） 

・相馬孝博：安全対策と感染対策の連携の必要性.

第 8 回医療の質・安全学会学術集会，2013 年

11 月 23 日，東京（シンポジウム） 

・相馬孝博：WHO カリキュラムガイドの医療専

門職の基礎教育への活用，第 8 回医療の質・安

全学会学術集会，2013 年 11 月 23 日，東京（ワ

ークショップ） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

なし 

 

2．実用新案登録 

なし 
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3．その他 

なし 

 

 

 

 

 



 

 

 


